


はじめに

　近年妊娠初期における黄体ホルモン剤の投与によって胎児に大血管転位症等

の循環器奇形が発生するという報告が散見され,そのため欧米諸国の一部では

妊婦に対する黄体ホルモン剤の使用規制も実施されている。わが国では黄体ホ

ルモン剤は流産防止剤として妊娠中にかなり広く用いられているため,循環器

奇形発生との間に因果関係があることが事実とすれば,小児保健上憂慮すべき

問題となる。


